












































































比較を試みるため，「びわこ豊穣の郷」の会員（有効回答数 226 人）の年齢層を「44 歳以下」「45







較的若く活動的な「65 ～ 69 歳」と，より年齢層
の高い「70 歳以上」の 2区分とした。
全体的にみると，「55 ～ 64 歳」が多く，30.1％
を占めており，その次に，「70 歳以上」が多く，
22.6％を占めている。「45 ～ 54 歳」については，
12.4％と少なくなっており，「44 歳以下」について
も，15.0％と少なくなっている（図 1）。
*5　年齢層については，「19 歳以下」「20 ～ 24 歳」「25 ～ 29 歳」「30 ～ 34 歳」「35 ～ 39 歳」「40 ～ 44 歳」

























男性 58.8 75.0 71.6 84.4 88.0 76.3 
女性 41.2 25.0 28.4 15.6 12.0 23.7 
職業 **
（N＝ 222）
農業 0.0 0.0 9.0 7.0 26.0 9.9 
漁業 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.5 
会社員 20.6 42.9 14.9 9.3 4.0 15.8 
公務員 11.8 39.3 17.9 0.0 2.0 12.6 
教員 2.9 3.6 1.5 0.0 0.0 1.4 
専門職 11.8 3.6 4.5 2.3 2.0 4.5 
自営業 2.9 3.6 6.0 9.3 4.0 5.4 
家事専業 5.9 0.0 13.4 16.3 10.0 10.4 
パート・アルバイト 11.8 7.1 10.4 7.0 0.0 7.2 
学生 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 
現在は働いていない 2.9 0.0 11.9 37.2 40.0 20.3 
その他 0.0 0.0 10.4 11.6 10.0 7.7 
居住地 **
（N＝ 213）
地付（ずっと守山市に在住） 6.3 29.6 40.3 29.5 64.6 37.1 
転入 25.0 33.3 40.3 54.5 33.3 38.5 
守山市外 68.8 37.0 19.4 15.9 2.1 24.4 
農家／非農家 **
（N＝ 167）
農家 15.4 33.3 37.5 18.2 64.1 35.9 
非農家 84.6 66.7 62.5 81.8 35.9 64.1 
近所づきあいの程度 **
（N＝ 220）
相談ごとをするくらい親しくしている 5.9 11.1 15.2 20.9 36.0 19.1 
よく世間話をする 0.0 25.9 36.4 41.9 34.0 30.0 
たまに立ち話をする，あいさつをす




ほとんど全てに参加 5.9 42.9 47.1 53.5 73.5 47.3 
関心に応じて参加，ほとんど参加してい
ない，いままで参加したことがない 94.1 57.1 52.9 46.5 26.5 52.7 
（注 1）単位：％




64 歳」もやや高い。一方，「65 ～ 69 歳」「70 歳以上」においては，男性の割合が高く，ともに 8
割を超えている。
職業については，「44 歳以下」において，「学生」の割合が高く，「専門職」「パート・アルバ




～ 54 歳」についても，「守山市外」が比較的多く，「地付」はやや少ない。「65 ～ 69 歳」につい
ては，「転入」が多く，5割を超えており，「70 歳以上」については，「地付」が多く，6割を超
えている *8。














44 歳以下 45 ～ 54 歳 55 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳以上 全体
びわ湖の水質と環境への関心 *




35.3 57.1 44.8 79.1 60.8 55.2 
行政との協働関係への関心 **
（N＝ 223） 14.7 7.1 28.4 9.3 33.3 21.1
（注 1）単位：％
（注 2）**p≦ 0.01， *p≦ 0.05（χ2 検定）　※漸近有意確率
「びわ湖の水質と環境への関心」については，「65 ～ 69 歳」において特に高く，「44 歳以下」
において低くなっていた。「地域の身近な川や水路の環境への関心」については，「65 ～ 69 歳」
において高く，「70 歳以上」においてやや高い一方，「55 ～ 64 歳」においてやや低く，「44 歳以下」
において低くなっていた。「行政との協働関係への関心」については，「55 ～ 64 歳」「70 歳以上」


























1年に1度ほど～週に1度ほど 73.5 55.6 46.8 74.4 40.4 56.0 
まったく参加していない 26.5 44.4 53.2 25.6 59.6 44.0 
会議への出席の程度 **
（N＝ 205）
1年に1度ほど～週に1度ほど 55.9 32.0 27.4 71.8 31.1 42.0 






事業」プロジェクト ** 17.6 17.9 3.0 20.9 2.1 10.6 
ホタルの森資料館管理運営プ
ロジェクト * 2.9 7.1 0.0 9.3 0.0 3.2 
ほたるパーク＆ウォーク実行




ほとんど全てに参加 18.8 68.2 80.0 76.9 76.1 71.6 
関心に応じて参加，ほとんど参加して
いない，いままで参加したことがない 81.3 31.8 20.0 23.1 23.9 28.4 
（注 1）単位：％








～ 69 歳」において高く，「55 ～ 64 歳」「70 歳以上」において低くなっていた *10。「会議への出席
の程度」については，「65 ～ 69 歳」において特に高く，「44 歳以下」も高くなっていた。一方，「45










については，「44 歳以下」「45 ～ 54 歳」「65 ～ 69 歳」において高くなっていた。「ホタルの森資
料館管理運営プロジェクト」については，「45 ～ 54 歳」「65 ～ 69 歳」において高くなっていた。
「ほたるパーク＆ウォーク実行委員会」については，「45 ～ 54 歳」「65 ～ 69 歳」において高くなっ
ていた。



















赤野井湾探検会 * 27.3 42.9 17.7 32.5 14.3 24.5 
水辺の楽校 ** 18.2 10.7 4.8 2.5 0.0 6.1 
水生生物調査 * 3.0 17.9 16.1 15.0 30.6 17.5 
研修会 * 0.0 3.6 4.8 0.0 14.3 5.2 





NPOとの交流・連携 * 23.5 33.3 36.9 21.4 12.2 25.8 
身近な川や水路の水質調査，
生態系調査 * 32.4 66.7 56.9 54.8 63.3 55.3 
身近な川や水路の清掃・美化
活動 * 14.7 25.9 26.2 23.8 46.9 28.6 
行政からの委託事業 * 20.6 7.4 4.6 7.1 4.1 7.8 
（注 1）単位：％



















「赤野井湾探検会」については，「45 ～ 54 歳」「65 ～ 69 歳」において高く，「55 ～ 64 歳」「70
歳以上」において低くなっていた。「水辺の楽校」については，低い年齢層になるほど，高くなっ
ていた。「水生生物調査」「研修会」については，「70 歳以上」において高くなっていた。「地域





「他の環境ボランティア団体・NPOとの交流・連携」については，「45 ～ 54 歳」「55 ～ 64 歳」



















































































































































































































































































































長していく可能性を有している。また，「45 ～ 54 歳」の年齢層については，「有限責任型リーダー」
が多かったが，自治会等の地域活動への参加の度合いが，さらに強まることにより，「調整型リー
ダー」に移行していくこともあり得る。「55 ～ 64 歳」は，リーダーとしての特徴が顕著ではなく，



























































ざまに異なっている。1960 年に 29,207 人であった守山市の人口は，1980 年には，46,763 人に増加し，
2010 年には，76,560 人にまで増加している。「70 歳以上」の年齢層は，守山市に住み続けている「地
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